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研究成果の概要（和文）：建築論に関する研究の蓄積を元に，改めて芸術論の主軸としての美学，および大局的
に見て近代建築論と並行して発生したものと考えられるデザイン論の3軸の交渉を，4つの具体的なフェーズを通
して描き出す研究である．貫戦期というフレームのなかで，戦中の資料の乏しさを埋めるという課題が付きまと
ったが，4つのフェーズのうち1つに関しては成果発表を準備中であり，2つに関しては分析を進め，同じく成果
発表につなげる．最後の1つに関しては資料を探す枠組みを変更することで対応できると思われるが，これは別
の課題として継承・発展させて取り組んでいるところである．

研究成果の概要（英文）：This is a project to describe the four phases of the crossing of three axes:
 architecture, which I have continuously concerned; aesthetics, which should be a main realm of 
argument on the arts; and design, which generated parallel with an establishment of modern 
architecture. Although it involves the lack of material in the wartime, inevitably in the frame of 
transwar, I am preparing some results from one phase; analysing from two phases; and changing the 
viewpoint of a phase to access an adequate quantity and quality of material, which will be succeeded
 and established in another program.

研究分野：美学芸術学／建築思想史

キーワード： 渡邊吉治　外山卯三郎　商工省工藝指導所　世界デザイン会議
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１．研究開始当初の背景 
【経緯：対象】申請者は東京理科大学の研究
プログラムで，近現代日本を一貫する建築理
論を探究してきた．そこでは第二次大戦前後
の理論の一貫性を抽出する方法論が問題とし
て浮上した．1940 年代前後は建物自体ほと
んど建てられず（当然現代に残っておら
ず），また雑誌類の発行も論考の主題も制限
されており，ハード・ソフト両面で資料が乏
しい．しかし 40 年代前後で建築のモダン・
ムーヴメントの位置づけは錯綜している．つ
まり戦前では現代にいう「帝冠式」（コンク
リート造に瓦屋根や寺社建築の要素を付加し
たもの）との対立関係があり，戦後も一旦戦
後民主主義と結合し（浜口隆一『ヒューマニ
ズムの建築』1947）ながら，50 年代末の
「伝統論争」（日本らしさの起源が問われ
た）を踏まえて新展開を示したという，イデ
オロギー上のねじれがある． 
【経緯：方法】また申請者個人の学位論文な
ど従来の研究では，日本初の建築運動である
分離派建築会（1920-1928）の結成と終焉の
理論的要因として「芸術」概念を挙げてき
た．しかし建築ジャンルに限っても使用者に
より意味のブレが大きい「芸術」概念の背景
には，他領域の影響が濃厚に窺われる．申請
者は分離派の時代に関して，各種芸術ジャン
ル（文芸，絵画，音楽）ばかりか，構造力
学，社会運動（ないし社会主義），人文地理
学などの影響を指摘している．すなわち，研
究対象として建築ジャンルの雑誌論考や著書
に限定しないほうが，建築理論の整理が容易
だと分かった．特に 1940 年代前後に関して
は美学と工芸（戦後は「デザイン」）が，建
築との関連において浮上してくる． 
【研究動向】建築史学では，戦後唯物史観の
立場から階級論が重んじられたことの反動
で，特に近代に関して実証重視の傾向にあ
る．近年英語圏で近代史学に通史的大著が出
ている（ジョン・ダワー『敗北を抱きしめ
て』1999，ハーバート・ビックス『昭和天
皇』Hirohito and the Making of Modern Japan, 
2000）のに比べ，国内では政治史から御厨貴
や原武史らが個別トピック（邸宅，鉄道巡
幸，団地など）を扱ったにとどまる．建築史
学では技術史的な村松貞次郎『日本近代建築
の歴史』（日本放送出版協会 1977），概説的
な David B. Stewart 著書(The Making of a 
Modern Japanese Architecture: 1868 to the 
Present, Tokyo: Kodansha International, 
1989) と ， 稲 垣 栄 三 の 辞 書 項
目”Japan”(『稲垣栄三著作集 五』中央公
論美術出版 2009，International Handbook of 
Contemporary Developments in 
Architecture,1989 所収)などに限られる．一
方，イデオロギー面から中谷礼仁『国学・明
治・建築家』（一季出版 1993）は示唆的であ
るが，八束はじめ『思想としての日本近代建
築』（岩波書店 2006，戦後は扱っていない）
と同様，建築というジャンル固有の問題が捨

象されがちである． 
 以上から，今後の研究ではイデオロギーな
ど全体的な視点に回収せずに建築というジャ
ンル固有の問題を確保しながら，他ジャンル
との交通を視野に収めることが必要である．
これが近代日本における 1940 年代という建
築理論のミッシングリンクを解く鍵である． 
 
２．研究の目的 
【研究の視座】本研究ではアンドルー・ゴー
ドン『日本の 200 年』（A Modern History of 
Japan: From Tokugawa Times to the Present, 
2003）が示唆した，貫戦期（transwar）とい
う視点を採用する．同著が日露戦争講和＝ポ
ーツマス条約からサンフランシスコ講和条約
まで（1905-1952）を括るのは，欧米からみ
た外交上の地位転換を重視するゆえだろう．
本研究ではこの語で，日本が世界的なモダ
ン・ムーヴメントの先端に立った 1930 年代
（アントニン・レーモンド「霊南坂の自邸」
1923 は世界で最も早いコンクリート打ち放
しの住宅だった）から，敗戦を経て世界への
再発信を準備した 1950 年代（1960 年世界デ
ザイン会議＝東京でのメタボリズム宣言ま
で）を括る． 
【研究内容】 
1. 1930 年代の美学と建築の関係を，とく
に個別「芸術学」の導入やこれを準備した
人々の理論と交流から抽出する． 
2. 1930 年代の工芸と建築の関係を，とく
に工芸指導所と建築家の関係，あるいは同所
の組織と理論的背景から抽出する． 
3. 1950 年代の美学とデザインの関係を，
とくに美学から「純粋芸術」ならざる分野へ
のアプローチをめぐる議論から抽出する． 
4. 1950 年代のデザインと建築の関係を，
デザイナーと建築家の共同を生み出した世界
デザイン会議への人的理論的経緯から抽出す
る． 
【学問的意義】建築史学の実証的傾向から，
特定の建築専門誌や建築家に限った言説の検
討が推進されてきたのに対し，建築と美学・
デザインを接続しつつ建築に議論を収斂させ
る上記の枠組みは，ジャンル間の検討を行え
る美学・芸術学の立場を活かすものである．
また建築・デザイン分野と美学との関連が深
かった 1930 年代と 50 年代を総合的に俯瞰す
ることは，近代日本美学に対する研究を，従
来着目されてきた哲学的美学から個別ジャン
ルへ拡大するものである．これは「日常性」
をキーワードに考察の範囲を拡げている世界
的な現況に呼応し，デザインや建築環境を視
野にいれた豊穣な美学観の再生につながる． 
 
３．研究の方法 
 本研究ではこれまでの申請者の個人・共同
研究を土台として，他のジャンルとの交流か
ら建築論の空隙を埋める試みであり，個別具
体的な事例を重ねることが方法となる．重点
的な調査対象としてすでに 1.雑誌編集者を



キーとした芸術学と建築との交流，2.政府組
織をキーとした工芸と建築との交流，3.美学
出身評論家をキーとしたデザインと美学の交
流，4.国際会議をキーとしたデザインと建築
の交流が浮上しており，これらを順に精査し
ていくことが当面の具体的手順となる．最終
年において，これを理論的に整理することに
より，1940 年代の建築論というミッシング
リンクを把握し，これを国内向けに発表す
る． 
 
４．研究成果 
 実際には，貫戦期というフレームのなか
で，戦中の資料の乏しさを埋めるという課題
がつきまとったが，以上の 4 つのフェーズの
うち 1 つ（1930 年代，とくに渡邊吉治と外
山卯三郎を中心とした議論の根えっとワー
ク）に関しては成果発表を準備中であり，2
つ（商工省工芸指導所を中心とした，および
世界デザイン会議に向けた議論のネットワー
ク）に関しては分析を網一段進めて成果発表
につなげる．最後の 1 つ（小池新二，勝見勝
らに見るデザイン論と美学の交渉）に関して
は資料を探す枠組みを変更することで対応で
きると思われるが，これは別の課題（大学・
学校におけるデザイン教育）として形象・発
展させて取り組んでいるところである． 
 美学会を念頭に置いた成果発表では，渡邊
吉治と外山卯三郎，および彼らが中心となっ
て刊行していた『美学研究』『芸術学研究』
両誌の傾向について，当時の建築論から見た
独特の位置づけから芸術論としての傾向に迫
る予定である．また商工省工芸指導所に関し
ては多くの研究者が組織的に成果を積み上げ
ているので，文字史料を中心とした分析に絞
る予定である．世界デザイン会議について
は，当時の雑誌を中心とした分析に絞って既
存の発表成果との照合に取り組んでいる． 
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